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CDPは2000年に英国で設⽴された国際的な環境NGO
「⼈々と地球にとって、健全で豊かな経済を保つ」ことが活動の⽬的

CDPの概要

⽬的の達成に向けて、CDPは投資家、企業、⾃治体、政府に対して働きかけ、環境インパ
クトに関する情報開⽰を促す

CDPの情報開⽰システムは世界経済における環境報告のグローバルスタンダード
企業や⾃治体の環境インパクトに関する世界最⼤のデータセットを保有

世界中の投資家・⾦融機関、購買企業、政策決定者が、CDPに集められた情報を活⽤
データに基づく意思決定
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2050年までのネットゼロ及びネイチャーポジティブな世界の実現に貢献し、今後数年間で
の速やかな⾏動の実施、そして実現すべき世界への移⾏を促進



CDPの活動拠点
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{ 地域オフィスと地域パートナーは50か国に存在



• 環境に関する質問書を作成
• 情報開⽰プラットフォームを
提供

• 質問書への回答を基にスコア
リング・分析を実施

CDPの情報開⽰の仕組み
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⾦融機関

サプライチェーン
メンバー
(顧客企業)

要請元（回答を要請する） CDP 要請対象（回答要請を受ける）

回答要請を受けた企業

① CDP質問書を通じた
情報開⽰を要請

② CDP質問書に回答し
情報を開⽰

（⾮公開回答も可能）

メリット︓
• CDPデータをビジネスの意

思決定や取引企業とのエン
ゲージメントに活⽤

メリット︓
• CDPに回答するだけで、複

数の投資家・顧客企業への
情報開⽰が完了

• 情報開⽰を通じ、企業競争
⼒を強化

• CDP質問書への回答作業を
通じて、⾃社が直⾯してい
る環境リスク・機会やベス
トプラクティスへの理解を
深める



⾦融機関要請と顧客要請
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購 買 ⼒ 4 兆 ド ル を 超 え る
150のサプライチェーンメン
バーがCDPを通じた情報開⽰を
要請

購買⼒5.5兆ドルを超える
200以上のサプライチェーン
メンバーがCDPを通じた情報開
⽰を要請

購買⼒6.4兆ドルを超える
280以上のサプライチェーン
メンバーがCDPを通じた情報開
⽰を要請

2020年 2021年 2022年

資 産 運 ⽤ 額106兆ド ル 超、
515を超える⾦融機関がCDP
を通じた情報開⽰を要請

資 産 運 ⽤ 額110兆ド ル 超、
590を超える⾦融機関がCDP
を通じた情報開⽰を要請

資 産 運 ⽤ 額130兆ド ル 超、
680を超える⾦融機関がCDP
を通じた情報開⽰を要請
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CDPの署名⾦融機関（⽇本）

2022年、資産総額130兆⽶ドル、680を超える署名⾦融機関が回答要請
⽇本の署名⾦融機関 (29機関、2022年）

MS&ADインシュアランスグループホールディングス 農林中央⾦庫
SOMPOホールディングス 富国⽣命投資顧問
東京海上ホールディングス ニッセイアセットマネジメント
住友⽣命 三井住友トラストアセットマネジメント
明治安⽥⽣命保険 りそなアセットマネジメント
かんぽ⽣命 ⽇興アセットマネジメント
野村ホールディングス 東京海上アセットマネジメント
⼤和証券グループ本社 三菱UFJ信託銀⾏
⽇本政策投資銀⾏ 三井住友DSアセットマネジメント
みずほフィナンシャルグループ 野村アセットマネジメント
三井住友フィナンシャルグループ アセットマネジメントOne
三菱UFJフィナンシャルグループ Hibiki Path Advisors
ゆうちょ銀⾏ コモンズ投信
株式会社⼗六フィナンシャルグループ オリックス株式会社
第⼀フロンティア⽣命保険株式会社

署名⾦融機関リストはこちら

https://cdn.cdp.net/cdp-production/comfy/cms/files/files/000/005/752/original/2022signatories_JP.pdf


サプライチェーンメンバーによる回答要請
2022年のCDPサプライチェーンメンバー企業（⽇本企業は⾚でハイライト）全社リスト
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https://www.cdp.net/en/supply-chain
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気候変動

⽔セキュリティ
フォレスト

2022年までのCDP質問書への回答数推移
︓ESGのE開⽰のグローバルスタンダード

2022年回答企業総数
18,700社＋

サプライチェーン



CDP 2022年の投資家要請対象 ⽇本企業
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プライム上場企業全社（1841社）を対象

2003年 グローバル500対象 （⽇本企業含む）
2006年 CDP Japan 対象として⽇本企業150社を対象に開始

（S&P Japan 150を基本として選定）
2009年

2022年

CDP Japan   対象を⽇本企業500社に拡⼤（FTSEジャパンインデックス
を基本として、後にTOPIX500を基本として選定）
CDP Japan 対象をプライム上場企業（1841社）に拡⼤

投資家要請での気候変動対象 ⽇本企業の変遷

2014年 ⽔セキュリティ ⽇本企業対象開始（ジャパンレポート発表）
2017年 フォレスト ジャパンレポート発表
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CDP 2022 日本企業回答率・回答企業数

気候変動

水セキュリティ

フォレスト

261

1101
(プライム企業1056)

87

金融機関からの要請 金融機関からの要請＋顧客要請

1704

513

114 前年比
＋34社

前年比
＋823社

前年比
+100社

前年比
＋152%
+661社

前年比
＋13%
+29社

前年比
+53%
+30社

（※親会社が子会社分を回答している場合、子会社は回答数に含めていない）
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CDPの質問書

国際的な開⽰・取組み
の枠組み
投資家と企業は何を評価す
るべきか

CDP質問書
国際的な枠組みの内容をアクセ
ス可能で実⽤的なデータに分類

CDPガイダンス
各質問でどのように完全で
⽐較可能な情報を提供でき
るか。各データに関連する
アクションを取るためのリ
ソース。

CDPスコアリング
各データに対するベスト
プラクティスはどのよう
なものか

CDPデータ
⽐較可能で標準化された、
意思決定に役⽴つデータ

14
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気候変動 ⽔セキュリティ フォレスト

{ ガバナンス
{ リスク評価
{ リスクと機会
{ 事業戦略
{ ⽬標
{ エンゲージメント
{ 排出量データ
{ カーボン・プライシング
{ 排出削減の取り組み
{ エネルギー

{ ガバナンス
{ リスク評価
{ リスクと機会
{ 事業戦略
{ ⽬標
{ エンゲージメント
{ ⽅針/政策
{ ウォーター・アカウンティング
(⽔会計)

{ ガバナンス
{ リスク評価
{ リスクと機会
{ 事業戦略
{ ⽬標
{ エンゲージメント
{ ⽅針/政策
{ ⼟地関連の指標
{ 消費・⽣産データ
{ トレーサビリティ（追跡能⼒）
{ 認証

CDPの情報開⽰システム（質問書）

詳細: https://www.cdp.net/en/guidance/guidance-for-
companies
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2000 2003

CDP
設⽴

気候変動
質問書開始

2007

CDPサプライチェーン
開始

投資家からの要請に加えて、
顧客からの要請が可能に

2009

⽔セキュリティ
質問書開始

2011

CDPシティ
開始

⾃治体も
回答できるように

2018

フォレスト
質問書開始

セクター
固有要素の
導⼊

質問書への
組み込み

2022

⽣物多様性
モジュール
追加

2023

プラスチック
モジュール
追加

その先

CDP質問書の発展
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CDP プラットフォームを ISSB の気候
関連開示基準に合わせることで、企業の
負担を軽減し、開示の共通言語化を促進

ISSB「IFRS S2 気候関連開示基準」の CDPへの組み込み
を発表（2024年実施予定）



TCFD開示11項目とCDP気候変動質問書(2021年版)
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ガバナンス C1 戦略 C2, C3 リスク管理 C2 指標と⽬標 C4
気候関連のリスクと機会に係るガ
バナンスを開⽰する。

気候関連のリスクと機会がもたら
す事業、 戦略、財務計画への現在
及び潜在的な影響を開⽰する。

気候関連リスクについて、 どのよ
うに識別、 評価、及び管理してい
るかについて開⽰する。

気候関連のリスクと機会を 評価及
び管理する際に⽤いる指標と⽬標に
ついて開⽰する。

a) 気候関連のリスクと
機会についての、当該
組織取締役会による監
視体制を説明する。

C1.1b a) 当該組織が識別し
た、短期・中期・⻑期
の気候関連 のリスク
と機会を説明する。

C2.1a,
C2.3, 
C2.3a, 
C2.4, 
C2.4a

a) 当該組織が気候関連
リスクを識別及び評価
するプロセスを説明す
る。

C2.1, 
C2.2, 
C2.2a, 

a) 当該組織が、⾃ら
の戦略とリスク管理プ
ロセスに即して、気候
関連のリスクと機会を
評価するために⽤いる
指標を開⽰する。

C4.2, 
C4.2a, 
C4.2b, 
C9.1

b) 気候関連のリスクと
機会を評価・管理する
上での経営の役割を説
明する

C1.2, 
C1.2a

b) 気候関連のリスク
と機会が当該組織のビ
ジネス、戦略及び財務
計画に及ぼす影響を説
明する。

C2.3a, 
C2.4a, 
C3.1, 
C3.2a, 
C3.3, C3.4, 
C3.4a

b) 当該組織が気候関連
リスクを管理するプロ
セスを説明する。

C2.1, 
C2.2 

b) Scope 1, Scope 2
及び、 当該組織に当
てはまる場合はScope 
3の温室効果ガス
(GHG) 排出量と関連
リスクについて説明す
る。

C6.1, 
C6.3, 
C6.5

c) ビジネス、戦略及
び財務計画に対する
2℃シナリオなどのさ
まざまなシナリオ下の
影響を説明する。

C3.2, 
C3.2a,

c) 当該組織の気候関連
リスク識別・評価及び
管理のプロセスが、組
織の総合的リスク管理
にどのように統合され
ているかについて説明
する。

C2.1, 
C2.2 

c) 当該組織が気候関
連リスクと機会を管理
するために⽤いる⽬標、
及び⽬標に対する実績
を開⽰する。

C4.1, 
C4.1a, 
C4.1b, 
C4.2, 
C4.2a, 
C4.2b

18
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情報開⽰
（D、D-）

• 現状の把握

認識
（C、C-）

• 環境課題やリスクが
⾃社にどのような影
響をもたらすか

マネジメント

（B、B-）

• 環境リスクやその影
響をどのように管理
しているか

リーダーシップ
（A、A-）

• 環境課題をどのよう
に解決できるか

※無回答企業のスコアはF

CDPの回答評価

環境ス
チュワ

ードシ
ップの

向上
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CDP 2022 Aリスト企業数

1.6% 2.4% 2.8%
20
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Aリスト企業数推移（⽇本・グローバル）
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CDP 2022 Aリスト国別・地域別企業数（上位）
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{気候変動、⽔セキュリティ、フォレスト、
全テーマで、Aリスト企業数は⽇本が世
界で最も多い。



2022年Aリスト企業
アワードイベント
2023年2⽉3⽇
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70社以上の企業トップの
ビデオメッセージ

⾦融庁、農林⽔産省、環境省
東京都知事、他より
お祝いのビデオメッセージ
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CDP⽔セキュリティ質問書
2023年プラスチックのモジュールを追加

{ パートナー
資⾦提供︓ピュー・チャリタブル・トラスツ/PEW（⽶NGO）

ミンデルー財団（豪）
協 ⼒︓エレン・マッカーサー財団（英）

プラスチック廃棄物やプラスチック汚染をなくすために必要な透明性、⾏動、
説明責任を、情報開⽰によって実現する

{ ビジョン



CDPプラスチックモジュール導⼊の背景

{ 使い捨てプラスチック⽣産が今の
ペースで増え続けると、2050 年
までに温室効果ガス排出量の5-
10%を占めることになる
（Minderoo, 2021年）

{ UNEP（国連環境計画）によると、
現在海には少なくとも 7,500 万ト
ン-2億トンのプラスチックごみが
あり、さらに年間 1,100 万トンが
海に流れ込み、海洋⽣物に影響を
与え、⽣息地を破壊している



{ 政府が、予想される廃棄量やリサイク
ル可能率（※）で廃棄物管理コストを
負担するよう要求した場合、企業は年
間 1,000 億⽶ドルの財務リスクに直⾯
する

{ プラスチックが環境や社会に与える影
響や、プラスチック汚染に関連する商
業的、法的リスク等に企業がどれだけ
さらされているかについて、理解を深
める必要がある

※新製品がつくられたとき、将来その製品が使⽤済になったときに達成
可能であると判断されるリサイクル率

CDPプラスチックモジュール導⼊の背景



サーキュラー・エコノミーの実現

3つの基本原則

• 廃棄物/汚染等を
出さない設計

• 製品や素材を使
い続ける

• ⾃然のシステム
を再⽣する



www.cdp.net｜@CDP

CDPプラスチックモジュール ＜W10: Plastics＞

{ ⽔セキュリティ質問書（完全版）内の「モジュール」
バリューチェーンのマッピング、影響、ビジネスリスク、⽬標、
使⽤・⽣産・商品化されるプラスチック製品の原材料含有量の
定量的な指標に関する質問

{ ⽔セキュリティ質問書にプラスチックが⼊る理由
• 類似のハイインパクトセクター︓⽔セキュリティ質問書で開
⽰が求められている業種と、プラスチックを⽣産・使⽤する
活動を伴う可能性が⾼いセクターの間に相関性

• 海洋・淡⽔⽣態系への影響︓海洋・淡⽔⽣態系の健全性を回
復するためにプラスチック削減は不可⽋

＊2023年度は採点対象外です



{ CDP︓グローバルな環境情報開⽰
{ CDP質問書の内容とスコアリング
{ 新しいモジュール︓プラスチック
{ 重要性⾼まるサプライチェーンとの協働
{ 投資やファイナンスの動向
{ 2025に向けたCDPのビジョンとミッション
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GHGプロトコル︓スコープ1，2，3とは

24

• スコープ1（直接排出）︓⾃社設備で燃料燃焼、また化学反応等によって
直接排出した⼆酸化炭素、他のGHG

• スコープ2 （エネルギー由来の間接排出）︓外部から購⼊した電気などの⼆次エネ
ルギーが作られる際に排出した⼆酸化炭素(等)

• スコープ3 （その他、事業に関連する間接排出）︓スコープ1、2以外の、原材料の
⽣産から製品の使⽤、廃棄、従業員の出張・通勤など、⾃社事業にかかわるすべて
の間接的なGHGの排出

資料：環境省より一部改変



スコアフィードバック

サプライチェーン
メンバー企業

サプライヤーが回答したデータ
を集計・分析した各種報告

依頼 開⽰を要請

CDPサプライチェーン・プログラムの仕組み

サプライヤー

対象とするサプ
ライヤーリスト

25

{ ⾃社のサプライヤーリストをCDP に提出（スタンダードレベル︓最⼤500社）
{ CDPは、全サプライチェーンメンバーから提出されたサプライヤーリストを統合し、対象企業に回答要請を送付
{ サプライヤーからの情報開⽰（回答）を受けスコアリング
{ メンバー企業には収集したサプライチェーンの情報・データを分析して提供
{ サプライヤーにはスコア等のフィードバックを提供

回答報告

回答要請メール



2023年CDPサプライチェーンメンバー︓⽇本

プレミアムメンバー リードメンバー

#CDPSupplyChain | @CDP33 #CDPSupplyChain | @CDP

要請質問書
気候変動
⽔セキュリティ
フォレスト

資⽣堂



{複数の取引先への対応が「CDPへの回答」で完結します
サプライヤー側にとっては、複数の取引先からそれぞれ異なる質問書・アンケートを受け
るよりも、CDPを介した統⼀質問書に回答する⽅が、費やす時間が⼤幅に削減できます

34

CDP回答要請に対応するメリット サプライヤーへの
負担を⼼配する声

オンライン回答

サプライヤー

サプライヤー

グローバルで統⼀
された定義や内容

各社それぞれの定
義や時期、内容

A
B
C
D
E
F

個別対応

CDP回答



進捗を投資家や顧客企業に報告

サプライチェー

ンの影響を理解

する

サプライヤーの

認識と対応力を

高める支援

成果の確認

（排出削減、水

の安全、森林保

全対策）

フェーズ1: 
エンゲージメント開始

フェーズ2:
キャパシティビルディング

フェーズ3: 
パフォーマンス向上

開示を要請し
理解と協力を求める

KPI設定
目標の共有

協働によるパフォーマン
ス向上、対策を推進

段階的な向上を⽬指すためのロードマップ
• CDPのプラットフォーム上で、サプライヤーにも同じ質問書に回答してもらい課題を共有
• ⾃社の⽬標を理解してもらい、対策の強化やパフォーマンス向上を⽬指す

31



アメリカ 連邦政府のサプライチェーン開⽰促進を発表
@COP27 2022/11/10
連邦政府のサプライチェーンにおける気候関連のリスクに関する開⽰規則の法令化を提案
Federal Supplier Climate Risks and Resilience Proposed Rule

連邦政府のサプライヤーは、CDP質問書への
回答を通して環境への影響を開⽰することが
求められる

n 年間契約で 5,000 万ドル以上の企業
GHG排出量スコープ1、２、３の報告(CDP回答）
TCFD（CDP回答）
SBT削減⽬標設定（SBTi)

n 年間契約額が 750 万ドル以上 5,000 万ドル未満
の企業
GHG排出量スコープ1、２の報告、

32



{ CDP︓グローバルな環境情報開⽰
{ CDP質問書の内容とスコアリング
{ 新しいモジュール︓プラスチック
{ 重要性⾼まるサプライチェーンとの協働
{ 投資やファイナンスの動向
{ 2025に向けたCDPのビジョンとミッション

23



金融業界におけるCDPデータの活用

34



CDPデータ・スコアを活⽤した⽇本での⾦融商品例

n 融資先の「CDPスコア」をSPTとする
(Sustainability Performance Target)

n SP・T達成度合いで貸出利率が変化
n SPT達成に向けて企業の取り組みがより積極化

サステナビリティ・リンク・ローン原則

5つの核となる要素
n KPIsの選定
n SPTsの測定…インセンティブにより野⼼的な変化を促す
n ローンの特性…SPTsの達成状況が貸付条件等にリンク
n レポーティング…年1回以上、SPTsの最新情報を報告
n 検証…SPTsについてそれぞれ外部検証を年1回以上は取得

カテゴリー 例

エネルギー
効率

借り⼿が所有またはリースしている建築
物および/または機器のエネルギー効率
の評価の改善

温室効果ガ
ス排出量

借り⼿が製造または販売している製品、
あるいは⽣産または製造サイクルに関す
る温室効果ガスの削減

再⽣可能エ
ネルギー

借り⼿が⽣成または使⽤する再⽣可能エ
ネルギー量の増加

⽔の消費 借り⼿が⾏う節⽔
持続可能な
農業・⾷料

持続可能な商品および/または質の⾼い
商品(適切なラベルまたは認証を使⽤)
の調達/⽣産の改善

⽣物多様性 ⽣物多様性の保護と保存の改善
グローバル
ESG評価

借り⼿の ESG 格付けの改善および/ま
たは公認のESG認証の達成

⼀般的なSPTsのカテゴリー例

!""#$%%&'(()*+),)-(#.'",/0()10&.02#%/.,)%'(/,"(34+)*.%5//4#'+)-+#/ (0!"6/
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http://greenfinanceportal.env.go.jp/loan/related_info/sll_principle.html


CDPデータ・スコアを活⽤した⽇本での⾦融商品

サステナビリティ ・ リンク・ ローン
トランジション・リンク・ローン

サステナビリティ・ リンク・
デリバティブ

ASICSの例
• 「CDPサプライヤーエンゲー
ジメント評価のスコア」が
SPTに採⽤。

• SPT未達成の場合、ESGプレ
ミアムとして事前に合意した
内容での寄付を⾏う。

• SDGｓへのコミットを⽰すこ
とが可能。

サステナビリティ・ リンク・ボ ン ド

TDKの例
• 「CDP 気候変動スコア」が

SPTs(Sustainability
Performance Targets)の1つに
採⽤。

• 3つのSPTsのうち、2つ以上を
達成できなかった場合、環境
保全活動団体に寄付を⾏う。

• SPT達成に向けて企業の取り
組みがより積極化。

⽇本郵船の例
• 「CDP 気候変動スコア」が

SPTに採⽤。
• SPTの達成度で貸出利率が変
化。

• SPT達成に向けて企業の取り
組みがより積極化。

• ⾦融機関はシンジケートに参
加することが可能。

36

最新の動向︓ サステナブル・サプライチェーン・ファイナンス

→ サプライチェーンまで含めたサステナビリティ評価とファイナンス



https://2022cdpsupplychainsummit.splashthat.com/
37
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気候関連のテクノロジーが集結

ビルディング カーボン エネルギー

フード スタートアップ 輸送

例＞ ビルディング
商業・⼯業施設においてネット・ゼロ・
エミッションを達成し、よりスマートで
効率的、かつ健康的な場所になるための
ソリューションを探求しています。参加
者は、次世代ビル、キャンパス、⼯場に
貢献する技術、資⾦調達モデル、⼈材育
成の実践について学びます。

例＞ 輸送
クリーンで公平な交通システムを加
速させる⽅法を探求しています。脱
炭素で効率的な、誰もが利⽤できる
交通の未来への道を開く技術、パー
トナーシップ、有望な実践を推進す
る最前線のリーダーたちと交流しま
しょう

例＞ フード
世界の⾷糧システムをより持続可能、
公正、栄養的、かつ強靭なものにする
リーダー、組織、イノベーションを紹
介します。⾷糧システムの変⾰を可能
にする最も⾰新的な戦略、技術、製品、
そしてそれを阻む本質的な障害を打破
する⽅法を発⾒します。
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実際に脱炭素に向
かうアクション
最新のテクノロジーの披露
だけではない︕

n 資⾦調達
n スケールアップ
n 商⽤化
n 潜在カスタマー

41



{ CDP︓グローバルな環境情報開⽰
{ CDP質問書の内容とスコアリング
{ 新しいモジュール︓プラスチック
{ 重要性⾼まるサプライチェーンとの協働
{ 投資やファイナンスの動向
{ 2025に向けたCDPのビジョンとミッション
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2025に向けたCDPのビジョン・ミッション

47

ビジョン
⻑期的に⼈々と地球のためになる経済の繁栄を⽬指す

ミッション
投資家、企業、都市、政府が、環境影響を測定して⾏動することで
サステナブルな経済を構築することを促進する

環境に関する優先事項 以下の環境⽬標に対して、優先的に⽀援する
{GHG排出量を気温上昇1.5℃に抑える経路にまで削減する
{健全な⽣態系を回復する

価値
透明性を重視し、アカウンタビリティを重んじ、学び、改善し、共に
成功することを基本とする



排出量算定・開⽰基準の策定

アクションの促進

CDP質問書について、他の国際機関、投資家、各国政府、企業をはじめとするステークホル
ダーからのコンサルテーションを重ねて、質問項⽬内容に改訂を加え、開⽰者が現在・将来
において必要な事を考察し取り組む事を促進している。

CDPの協働︓質問書の背景にある世界の活動

政府と協働 ⾃治体と協働

42
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SBT 
FLAG

SBT 
for 

Water

深海鉱業
商業漁業
汚染

2023年
プラス
チック

2022年
導入済

CDPは
すべてのプラネタリーバウンダリーと地球システムをカバーするために

カバー領域を拡⼤していきます
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CDPジャパン事務局
Address:東京都千代⽥区⼤⼿町2-2-1新⼤⼿町ビル3階

Tel: +81 (0)3 6225 2232
japan.cdp.net（⽇本語サイト）

松川 emi.matsukawa@cdp.net
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